































































































ただここで半井桃水と尾崎紅葉が、比較的近い距離にあったこと あるいは 自身 とっても紅葉が遠い存在では
なかったことは確認しておいてよい。　
そしてここに、興味深い研究者の指摘がある。硯友社文学に詳 い新潟大学名誉教授伊狩章氏の報告、 『 「 ごりえ」




























































来る。こ 作品のあらすじは、盲目の按摩文弥が検校の位を買うため江戸から京都にのぼろうとするところで、欲にくらんだ人間に殺され金を奪われる というものであった。 ち文弥は、自分を死に至らしめた犯人の家族にまで怨霊の限りを尽くすというかたち 続ける。　
紅葉が、この黙阿弥の狂言を自分の物語に取り込んだこと ほぼ間違い無い。地理的表象と て、黙阿弥作 宇都谷
峠で紅葉作が宇都宮になっており、ふたつの物語とも展開上鬼気迫るものが感じられる。加えて主人公が、盲目の按摩であることは共通する。そして怨みが屈折しているこ 、原作の狂言と紅葉の物語と共に通じるものが感じられるだ。　
この『心の闇』が出てくる前までは、紅葉の作品に対して風俗 人物外面 細やかな描写のみが先行して人間の心理
























































































鏡花は、もう一つ『外科室』 （明治二八年六月、 「文芸倶楽部」 ）をも発表する。これもまた新時代の科学というもの
と古い観念に だわる人間の葛藤が悲劇を呼ぶかたちになって る。　
植物園で一目ぼれをした、医学生と伯爵夫人とのドラマだ。麻酔薬クロロホルム 嗅ぐと譫言をいうとひたすら信じ
ている伯爵夫人。彼女は、夫以外に意中の人がいた。麻酔を掛けられ 、それを口に ては自分と家との恥だと考え麻酔を固辞する。結局麻酔無しで手術が始まるが、途中で伯爵夫人は執刀医のメスを奪っ 自害する。その執刀医 またその夜に自殺 という話である。　
明治という時代に、麻酔という新らしものを物語の素材に導入した鏡花は、いままでに無かった小説の構想の展開を
はかった。そこ 新たなロマンの悲劇創出を、試みたのであっ 。　









それ故一葉は、意識的に『十三夜』や、 『 ごりえ』を綴っ った。
　
前述したことであるが川上眉山と一葉との出会いは、明治二八年五月二六日であっ が、一葉はその段階で眉山がす
でに『大さかずき』 （明治二八年一月、 「文芸倶楽部」 ）や、 『書記官』 （同年二月、 「太陽」 ）の書き手であったことは知悉していた。　
『大さかずき』は、約束した女性に裏切られ 男が大杯を喰らい自暴自棄の深酒で野たれ死にするという悲劇である。











柳浪は、 『女子参政蜃中楼』 （明治二〇年六月一日～同年八月 七日、 「東京絵入新聞」 ）で、作家生活に入る。のち柳
浪は、博文館に入り、雑誌「やまと錦」の編集に従事していく。ここに紅葉の推薦があったか、詳らかではないが何らかの紅葉側からの気働きはあったのではないか。　













同年二、三月に、 『変目伝』 （ 「読売新聞」 ）を、
　
















































一葉の代表的作品『十三夜』 （明治二八年一二月、 「文芸倶楽部」 ）

























































この薄氷は、前述した『鬼千疋』や『黒眼鏡』 （明治二八年一二月、 「文芸倶楽部」 ）および『乳母』 （明治二九年五月、
「文芸倶楽部」 ）あたりから、その特色を出し始める。　
明治二九年六月の田岡嶺雲 評価を読めば、この年 薄氷の勢いもまた肯うことができるかもしれない。いま薄氷の
































































新しい言文一致（時制の現在形多用）と 浄瑠璃の「おじゃる」と う表現とが、新味を醸して 者を驚かせた。


























美妙は明治二二年一月、 『蝴蝶』 （ 「国民の友」付録）を発表。主人公は、平家侍女であるが、渡辺省亭が描く挿絵は、
全裸に近いかたちで当時は賛否両論で、美妙は保守派からかなり批判される。が美妙への原稿注文は、殺到した。このとき「国民の友」は増刷で、美妙に重ねて四〇円の祝儀金を出した。これで美妙は、人力車を購入したが 他の人 ちから顰蹙を買う。一方この勢いで は、浅草の芸子石井留女へ接近する。　
明治二三年の美妙の執筆原稿は、三九編であったというからすごい。この年「江戸むらさき」 〈当世文壇十傑〉に










































『しろばら』は、篤麿という華族 息子が愛人の芸者を棄て、貴族院議員の娘光子に惚れ 様々な 使うのだが光
子は受け入れない。それにも関わらず篤麿は、勝気な光子を直江津の旅館に誘い、忍び込んでハンカチに染み込ませたクロロホルムを嗅がせ犯してしまう。その翌日光子の全裸の死体が柏崎 荒磯 打ち上げられ、という場面で終わる。　





















母ますの居丈高なまなざしと冷たいあしらい。一方の稲舟もまた、無教養な義母とは口を利かず、気が合わないと う格好で の心痛が増す。ここに、多少の稲舟の見勝手さは ったのだろうと推測がつく 。明治三〇年前後の家制度は 現代で 想像できないくらいに強いものであったろう。　
肺結核に冒された稲舟を、母親は強引に鶴岡に連れ戻す。夫が医
師であったこと、娘が姑にいじめられたことを想う時一刻も待って
稲舟遺墨
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